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自助・共助・公助の連携と
子育て支援・教育の向上を

自由民主党目黒区議団

栗山　よしじ 議員

未来に向けた街づくり
入れ歯リサイクルで福祉還元

民主・区民会議

鴨志田　リエ 議員

一般質問 と答 弁  要 旨

＜自助・共助・公助＞災害対策基本条
例案で、自助・共助・公助の綿密な連携
という考え方が示されている。この考え
方を街づくり、子育て、介護等さまざまな
施策で検討せよ。
区長　自助・共助・公助の考え方を取り入
れた連携を行うことは、地域住民間の関係
も円滑になるなどの効果が期待できる。災
害対策に限らず、他の施策への活用を検討
していく。
＜学童保育クラブ＞今後の子育てのあ
り方について、学童保育クラブの保護者
と組織を作り、連携せよ。
区長　保護者の自主的なつながりや交流
は支援していく。行政が保護者との組織づ
くりに関わることは、自主性等との関係もあ
り今後の研究課題とする。
＜新学習指導要領＞平成２３年度に新
学習指導要領が実施されると、実施の前
後で教科書の内容に差があるため、学年
間で教育レベルの格差が起こる可能性が
ある。どう対応するか。
教育長　平成 21 年度から、新学習指導要
領実施に向けて、指導内容などを調整する
移行措置期間が始まる。期間中児童生徒へ
の指導が十分行えるよう、教員への研修等
を計画的に行っていく。
＜家庭の食育＞健康教育推進の方向性
において、家庭における食生活の実態調

査と食育をどのように行うのか。
教育長　平成21年9月に、学校における食
育基本指針を策定し、家庭との連携など体
系化する。実態調査は、平成19年度に健康
教育推進検討委員会が実施したアンケー
ト結果等を参考に検討する。
＜緑ヶ丘小学校複学級化＞子どもの成
長にとって、クラス替えなどして切磋琢
磨することが重要だ。緑ヶ丘小学校は一
部学年で単学級になっているため、全学
年複学級化し、学校選択ができるように
せよ。緑が丘児童館学童保育クラブへの
入所希望が増えることが期待でき、中根
小学校内学童保育クラブの定員超過の解
決策の１つになると思うがどうか。
教育長　緑ヶ丘小学校は、普通教室の数
10室を上限とする施設で、隣接学校希望入
学制度の実施で、毎年度複数学級とするこ
とは困難。単学級でも学校の工夫により、異
学年との交流が盛んで、子どもの成長を育
んできている。
＜公立小中学校の同窓会＞公立小中学
校の同窓会を支援し、地域コミュニティ
の強化を図れ。同窓会のない学校の卒業
生に働きかけ、設立を支援せよ。
教育長　同窓会は卒業生の自主的な活動
であるため、良好な関係を築きつつ一定の
範囲で協力していく。

＜大きく変わる中目黒の街づくり＞
（１）２１年前の中目黒駅周辺の整備構想を

改定せよ。（２）駅周辺の景観基準を４ブ

ロック別に作成し、商店街ごとに特色を出

せ。（３）山手通りの拡張で新たに整備する

街路灯・歩道等へ地域の声を反映せよ。

（４）中央環状品川線の中目黒換気所の外

観デザインと新設の橋に、地域の意見を東

京都へ届けよ。（５）経済悪化を踏まえ、ＪＲ

跡地の事業性と採算性を再検討せよ。　

区長　（１）状況の変化を踏まえ、必要な見

直しを行っていく。（２）駅周辺を景観街づ

くり特定区域に指定し、ブロックごとに住

民主体によるルール等をつくることは可能

である。（３）意見集約ができれば、東京都と

協議し、対応を要望していく。（４）景観イ

メージについて地元に十分な説明を行い、

意見を反映するよう東京都に求めていく。

（５）経済状況や市場動向を踏まえ、事業の

採算性を可能な限り精緻に検討していく。

＜入れ歯リサイクル＞ゴミとして処分
されがちな入れ歯に含まれる希少金属を

リサイクルで資源化し、その販売益を福祉

へ還元する活動が広がっている。小さな善

意が目黒の福祉と途上国の子どもへ大き

な援助となるリサイクルの周知を図り、

「不要入れ歯回収ボックス」を区施設に設

置せよ。

区長　活動を支援するため、回収ボックス

を設置する施設について検討をしていく。

＜空き教室の活用＞（１）中学の複数校
の総合学習で実施したトレーディング

ゲームの現状と今後を問う。（２）企業の資

金協力により中学の空き教室へ街を再現

したファイナンスパークで、生徒は生活コ

ストと社会の関わりを実体験し、お金と意

思決定の重要さを学ぶ。事後学習で将来進

路を考える教育プログラムを導入せよ。

教育長　（１）実施や講師の育成等拡大さ

れていないのが実情。金融や経済について

の学習の充実の視点から検討していく。

（２）疑似体験の場を設けての教育が効果

的かどうか、今後学校現場とともに論議し

ていく。

地域経済の発展、生活困窮者対策、
雇用対策に全力を！

日本共産党目黒区議団

岩崎　ふみひろ 議員

豊かになっているのは
区長と役所の管理職！！

無所属・目黒独歩の会

梅原　たつろう 議員

＜経済発展と福祉を結ぶまちづくり＞
(１）高齢者の自立支援のための住宅改修
で減額措置を拡充せよ。（２）介護保険を
使った住宅改修でも１割負担分について
減額措置を実施せよ。(３）空き店舗を利用
し、高齢者や障害者用の介護日用品などを
置き、福祉用具についての相談や買い物サ
ポートをおこなえるような福祉支援員の
配置を。（４）零細・個人業者も利用できる
ような、区が直接貸し出す無利子融資制度
をつくるべきだ。
区長　（１）区の高齢者自立支援住宅改修
給付事業で、東京都の補助要件が改正され
たことや、介護保険サービスの住宅改修費
支給との公平性を図るため、住民税非課税
世帯にも1割負担をお願いしていく。（２）住
宅改修の1割負担が、毎月自己負担の生じ
る介護サービスと異なり、臨時的なもので
あるため、利用者に負担をお願いする。（３）
改定した「目黒区保健医療福祉計画」では、
高齢者の仲間づくり、交流の場等を地域に
確保し、福祉・介護の相談スタッフを配置
していく事業を予定している。（４）事業者
への融資は、債権管理等専門的な知見が必
要なため、金融機関にあっせんする制度を
採用していく。
＜生活困窮者の生活再建と自立支援＞
（１）従前居住者用住宅の空き部屋を住居
のない生活困窮者の短期の受け入れ先と
して活用し、民間マンションやアパートの
緊急的な借り上げもすべきだ。（２）応急福

祉資金の中に「一般貸付」を加え、３万～５
万円程度借りられる貸付制度をつくるべ
きだと思うが、どうか。
区長　（１）従前居住者用住宅は、用途があ
るため、失業者等への活用は困難。区では、
ハローワークの「雇用促進住宅の斡旋」など
さまざまな制度を紹介し、関係機関と連携
して相談支援に努めていく。（２）償還が確
実であれば、現行の応急福祉貸付制度で、
対応可能である。
＜就労対策、特に若者の支援策強化＞
（１）新たな雇用をした区内の介護事業者・
福祉施設に助成を行い、確保した職員の育
成のため、ホームヘルパー２級や介護福祉
士の資格取得については全額、区が援助す
べきだ。（２）ワークサポートめぐろの強化
と、就労支援セミナーについては区単独で
もおこなうべきだと考えるが、どうか。（３）
区として「ポケット労働法」の配布など中
身を周知させるとともに、労働法の内容に
ついて区として講座などを開くなどすべ
きだと思うがどうか。
区長　（１）介護現場における人材確保策
は、国が講じることが基本であるため、現時
点では、施設等への助成や資格取得の助成
は行わない。（２）ハローワーク渋谷など関
係機関との連携・協力を図りながら、ワーク
サポートめぐろの充実に努める。（３）東京
都労働局が作成したポケット労働法をはじ
めとする情報について、区民への周知に努
めていく。

＜区職員の再雇用＞経済状況の悪化等
で、わが国は自殺者が年間３万人を越える
状況が続いている。一方、区長はオリン
ピック開催時に３４万円もの税金を使った
旅行費で北京に行った。そこで公平・公正
などについて質問する。（１）退職職員の再
就職に関して、職員全体からすると公平性
は確保されているか。（２）職員の再雇用に
ついて、区民に理解が得られているか。（３）
再任用制度で管理職と職員との違いは何
か。（４）６５歳定年制を導入できない理由
を尋ねる。（５）平成２０年度に始まったフ
ルタイム再任用制度はどのような効果が
あり、課題は何か。（６）目黒区においても美
術館に天下り、さらに再開発後の管理会社
社長に転職している管理職や、協議会から
特別養護老人ホームに転職する例も出て
きている。区民はこのような事例を理解す
ると思うか。（７）職員に心の病を持つ方が
増えているが、区長の認識は。
区長　（１）再任用制度等の導入に当たり、
運用方針を示して職員団体と協議し合意
を得るなど、公平性の理解は得ていると考
えている。（２）効率的な区政運営を確保す
る観点から取り組んでおり、区民の理解を
得られるよう適切な運用に努める。（３）一
般職員の再任用は短時間勤務を原則とす
るが、管理職員は短時間勤務では職責等を

果たせない等のため、フルタイム勤務とし
た。（４）定年延長等を目的とする地方自治
法の改正等を踏まえ、検討するため。（５）定
年退職等で管理職が不足する中、円滑な区
政運営に効果を発揮した。一般職員も、知
識や技術が必要な状況でフルタイム再任
用が課題となると考える。（６）職務経験等
を評価した当該団体の判断による採用であ
り、多額の退職金もないことから、理解は得
られると考える。（７）メンタルヘルス対策は
社会全体の問題であり、予防や早期発見等
充実に努める。

＜政務調査費住民訴訟＞元区議が、公判
途中に政務調査費の一部を返還したが、返
還理由をどのように認識しているか。
区長　返還は、状況を勘案したご本人の自
主的な対応と認識している。

＜西小山駅前再開発＞住民より問題を指
摘されていないのか。
区長　昨年実施の「商店街のつどい」で、民
間業者が買収した駅前土地について質問
があった。区としては、要望を生かした街づ
くりを目指し、地元住民の活動を支援して
いく。
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便利で・楽しく・住みやすい
目黒を目指して

公明党目黒区議団

関　けんいち 議員

＜窓口時間帯拡充＞（１）休日に開設を要
望されている部署はないか。（２）休日にシ
フト制で本庁の休憩コーナーに窓口を設
けてはどうか。
区長　（１）（２）住民票異動の届出につき、
平成２０年度から休日に一部受付を始め
た。休憩コーナーの設置目的を損なわない
範囲で検討していく。
＜忘れ物傘貸出しサービス＞渋谷区で
非営利団体による忘れ物傘レンタルサー
ビスが好評と聞く。鉄道会社が自治体に寄
贈する例もあり、本区も実施してはどう
か。
区長　先進事例など参考に今後検討する。
＜子ども見守りメール＞（１）実施してか
らの総括を伺う。（２）利用者制限を撤廃し、
配信拡大した際の問題は何か。（３）今後の
展開を伺う。
教育長　（１）小学校では利用者が７割を越
え、学校との緊急連絡網としても活用され
ており、今後も継続する。（２）「なりすまし登
録」を防止するため、制限は撤廃しない。
（３）新入学時など、利用者の拡大を図れる
ようPRに努めながら運用していく。
＜放置自転車対策＞世論調査で悪い施策
の第一位だが、（１）過去実施のモビリティ・

マネジメント（※1）手法を活用せよ。（２）今
後の駐輪場整備でどの程度解消できそう
か。
区長　（１）（２）今後もモビリティ・マネジ
メントを活用した啓発活動を実施してい
く。駐輪場の整備、撤去、啓発活動の３本柱
を重点施策として取り組むことで、区民満
足度も高まると考える。
＜地デジ放送＞スムーズな移行に向け、
（１）電波障害に対する方針を伺う。（２）低
所得者軽減支援について伺う。（３）高齢者
世帯等への徹底、啓発・相談体制を伺う。
区長　（１）高層建築物等の新築に際して
は、指導徹底する。（２）生活保護世帯を対象
に、国の支援策を周知する。（３）パンフレッ
ト配布や区施設での相談を通じて、一層の
周知に努める。
＜階段用避難車＞介護施設に設置して
は、とのご意見もあるが、今後の活用計画
を伺う。
区長　介護施設への配備は、関係者からも
意見を求め、有用性を検討する。

（※１）自転車利用者の自覚を促し、自発的
に駐輪場を利用するよう誘導すること。

学童保育クラブ増設を
Hibワクチン予防接種に助成を

富士見　大郎 議員

＜学童保育クラブ＞働きながら子育てを
するというライフスタイルの定着や、不況
下において新たに職を得る母親の増加等
により、今後、学童保育クラブへの入所希
望者が大きく増加することが予想される。
現在の利用者と未来の利用予定者は、継続
できるか、入所できるかと不安を抱えてい
る。今後の増設計画を基本計画にもしっか
りと入れ込み、利用者の不安を解消すべき
と思うがいかがか。また、暫定定数の弾力
化が行われるが、詰め込みによる保育内容
の低下が心配される。区は、「適正規模」を
どのように考えているか。
区長　現行の計画では各住区に１か所を
整備し、地域の需要実態によって適正配置
を行うとしている。女性の就労意欲の高ま
りや、放課後の安全・安心を求める要望な
どから入所希望の増加が予想されるため、
今後の実施計画改定の中で増設計画を十
分検討していく。障害児を含めて受け入れ

枠を拡大するため、非常勤職員を増配置す
るなどの条件整備も行い、これまで同様の
保育を行っていく。その上で受け入れ実績
や国のガイドラインを考慮して、概ね６０人
を適正規模の定数とした。
＜予防接種＞諸外国ではHibワクチン（※
２）の定期接種が常識化している。目黒区で
も接種を受けた人への助成を行うべきと思
うがいかがか。
区長　Hibワクチンは、平成２０年１２月に
発売されたばかりで、厚生労働省が３年計
画の臨床試験による安全性の確認を実施
中である。その検討状況等を踏まえ、公費助
成の導入について検討していく。

（※２）Hibとは、「ヘモフィルス・インフルエ
ンザ菌b型」という細菌で、時に重篤な細菌
性髄膜炎の原因となる。海外では、１００カ
国以上で予防接種が導入されている。

防災、教育を整備して、
真に住みよいまちづくりを
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今井　れい子 議員

＜安全・安心なまちづくり＞（１）火災被
害を最小限に抑えるため、一般住宅に住宅
用火災警報器の設置を早期に推進せよ。
（２）災害被災者に対するメンタルヘルス
の対応策を伺う。（３）振り込め詐欺の被害
防止対策を問う。
区長　（１）消防署と協力して普及啓発に努
めるとともに、町会を中心とした共同購入
の支援などを進めていく。（２）医療・福祉関
係諸機関と連携し、メンタルヘルス専門ボ
ランティアの拡充など体制整備に努める。
（３）警察、防犯協会などと連携し、被害防止
対策を継続強化していく。
＜めぐろ学校教育プラン改定＞（１）特色
ある目黒区の教育を積極的に進めるため、
めぐろ学校教育プランをどのように改定
していくか。（２）小中連携について、現プラ
ンの重点目標として小学校高学年の教科
担任制や中学校教員の出前授業などが実
施されているが、一部の学校に留まってい
る。小中連携を一層進めるため、小中学校
のグループ化、教員の兼務発令など具体的
な条件を整えよ。
教育長　（１）現在、区の教育課程編成資料
の改定を進めており、新学習指導要領の理
念をめぐろ学校教育プランに盛り込むよう
改定作業を進めていく。（２）英語教育、情報
教育など小中の連続した指導計画を作成
し、カリキュラムの連携などを推進してい
く。教員の兼務発令は研究課題とする。

＜家庭教育・地域教育振興＞（１）教育基
本法の改正を踏まえ、家庭教育・地域教育
の振興の考え方を伺う。（２）規則正しい生
活習慣の確立などについて、保護者にどう
啓発を進めるか。（３）スポーツや文化に経
験のある地域人材を生かした外部指導者
の人材バンク化など、中学校クラブ活動の
活性化を図れ。
教育長　（１）時代の変化に応じ、家庭や地
域の教育力の向上を図るため、連携協力し
て教育を支える機能を再構築していく考え
である。（２）PTAに委託の家庭教育学級な
どで家庭の教育力の向上を支援し、生活習
慣の確立に取り組む。（３）今後も外部指導
員を活用する。東京都の部活動人材バンク
の検討状況も参考とする。
＜伝統文化・健康増進＞（１）子どもたち
が、学校・地域を含め、お囃子・民謡など伝統
芸能・文化に触れる機会を広げる方策を問
う。（２）児童からお年寄りまで参加できるマ
ラソン大会、駅伝大会など開催し、さらに区
民の健康増進を図れ。
教育長　（１）平成２１年度、伝統芸能継承
者の区立学校への派遣プログラムを実施
するなど、伝統文化の取り組みを一層充実
させていく。（２）駒沢オリンピック記念競技
場で、「駅伝・ロードレース」、「桜健康マラ
ソン」を開催している。公道を使用した大規
模な大会は安全上の課題があり、調査研究
する。

子どもの人権を守り、
区民の健康、環境に配慮せよ

民主・区民会議

生活支援、経済対策の視点から　
区民福祉の向上を目指せ

いその　弘三 議員

＜暮らしサポート２１＞（１）緊急経済等対
策の視点から施策の総点検を行い、平成２１
年度の早期に再度予算の編成を行う必要は
ないか。（２）自治体の財源が厳しくなる中、将
来の責任ある施策の展開について伺う。
区長　（１）当初予算の緊急経済対策の効
果などを見極めながら、追加的対策の時期・
方法など判断する。（２）行財政改革を徹底
し、基金の活用等慎重に判断して区政運営
の舵取りを行っていく。
＜保育＞（１）求職中の保育ニーズが高まる
中、入所選考基準指数を見直す必要はない
か。（２）厚生労働省の保育園入所に係わる事
務制度改革方針について、どう考えるか。
（３）児童福祉法改正に伴い、保育ママ制度を
拡充せよ。
区長　（１）求職中の対応は、保育制度の中
で検討する。（２）改革案の実現には、数千億
円の財源が必要とされる。社会保障審議会
の検討状況等を注視していく。（３）保育マ
マ制度を利用して、事業所等に保育室を設
置できる誘導策等を検討していく。

＜裁判員への支援＞障害のある方、居宅介
護に従事する方、乳幼児のいる方が裁判員に
選任された場合、区はどのように支援する
か。
区長　移動支援や緊急一時保育など利用し
て、さまざまな事情を抱えた方が少しでも参
加しやすい環境の整備を多面的に検討する。
＜証明書自動交付装置＞導入について、
区の状況と今後の見通しを伺う。
区長　非常勤職員を活用して、夜間・休日
の住民票交付事務等実施している。事務の
効率化の観点から、装置導入を検討する。
＜ペット＞公道上におけるペット（犬）飼い
主のマナー向上策をきく。
区長　地域と連携協力しながら、飼い主の
マナーの普及啓発の充実に努める。
＜校庭の人工芝化＞財政状況等考慮する
と、人工芝化は必ずしも優先度が高いとはい
えないがどうか。
教育長　天然芝やダスト舗装と長所短所
を比較した上で人工芝が適切と考え、今後
も推進していく。　

自由民主党目黒区議団

戸沢　二郎 議員

＜子どもの人権＞（１）現状の認識と「めぐ
ろ子どもスマイルプラン１」の関係を問う。
（２）子どもフォーラムの成果と、浸透の認
識をきく。（３）権利擁護委員制度をどう受
け止めているか。
区長　（１）自己肯定感の低い子どもが増え
る中、子どもの育ちを支える行政運営等を
プランの冒頭で示した。（３）約1年で子ども
からの相談件数は70件近くあり、窓口の役
割を十分果たしている。　
教育長　（２）いじめをしない、させないこ
とが児童生徒に確実に深まっている。
＜健康増進・福祉諸施策＞（１）メタボ
リック症候群の基準に、指針作りを求め
よ。（２）特定健診受診者数が減ったのはな
ぜか。メタボリック症候群と診断された人
数等をきく。（３）新型インフルエンザ対策

の発熱外来は、何か所を予定しているか。
（４）地域密着型福祉施設の基盤を着実に
整備せよ。
区長　（１）今後の科学的検討の推移を見
守る。（２）制度導入時のPR不足が影響し
た。指導対象者は2321人（受診者中12.6％）、
保健指導実施状況は集計途中である。（３）
区内１０か所程度を想定している。（４）施
設整備費助成等の支援策により、事業者の
参入を促していく。
＜廃プラスチック資源化回収＞（１）プラ
スチック製品の焼却の安全性の確認はど
うしているか。（２）資源化事業の未実施区
へ負担金を求めよ。
区長　（１）排ガス分析計、第三者機関の測
定ともに法規制値以下で問題はない。（２）
各区の事情から難しい。

平成２０年度区議会情報公開の状況
（平成２１年３月３１日現在）

平成２０年度の区議会情報の開示請求件数は、３月３１日現在１１件です。
内容は次のとおりです。
　　　　　○ 政務調査費　　　　　　　　　６件
　　　　　○ 委員会会議録　　　　　　　　２件
　　　　　○ 委員会視察　　　　　　　　　２件
　　　　　○ 陳情原本　　　　　　　　　　１件
　このうち全部開示３件、部分開示６件、不開示１件、不存在１件でした。


